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謹
賀
新
年 

 

神
郷
校
区
の
皆
様
、
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
ど
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

平
素
は
、
公
民
館
運
営
に
関
し
て
ご
支
援
、
ご
協
力
を
戴
き
ま
し
て

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

昨
年
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
も
薄
れ
、
三
大
事
業
・
各
種
イ
ベ
ン

ト
や
サ
ー
ク
ル
活
動
は
、
例
年
ど
お
り
実
施
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も
、

各
種
団
体
・
地
域
住
民
の
皆
様
方
の
ご
協
力
、
ご
支
援
と
、
感
謝
し
て

お
り
ま
す
。
あ
ら
た
め
ま
し
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

  

今
年
も
、
地
域
住
民
の
健
康
と
安
全
を
考
え
な
が
ら
、
公
民
館
の
目

標
で
あ
る 

 

「
家
庭
・
学
校
・
地
域
の
連
携
強
化
を
図
り
、 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
と
の
協
労
活
動
推
進
と 

安
全
・
安
心
で
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
を
目
指
す
」 

 

に
取
り
組
み
、
地
域
の
発
展
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

本
年
も
公
民
館
の
一
層
の
躍
進
に
職
員
一
同
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

令
和
七
年
元
旦 

神
郷
公
民
館 

館
長 

藤
井 

和
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神郷公民館 
 46-1181 

koukou@city． 

niihama.ehime.jp 

 神郷校区の人口 

人口 9,424 人 

（男） 4,598 人 

（女） 4,826 人 

世帯数 4,554 世帯 

令和６年９月末現在 

 

神
郷 

 
公
民
館
だ
よ
り 

 

 

 

迎  

春 

校
区
の
皆
様
に
は
、
お
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の 

こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
か
ら
校
区
の
各
種
行
事

並
び
に
諸
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
格
別
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を

賜
り
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年
も
一
層
の
お
力
添
え

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

令
和
七
年
元
旦 

神
郷
校
区
連
合
自
治
会 

会
長 

藤
原 

説
夫 

 
 

令
和
６
年
度 

人
権
標
語 

 
 

《
一
年
生
》 

 

と
も
だ
ち
は 

ぼ
く
を
え
が
お
に
す
る 

た
か
ら
も
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
組 

稲
見 

虎
士
郎
（
と
ら
し
ろ
う
） 

 

１
日
１
つ 

み
ん
な
で
そ
だ
て
る 

お
も
い
や
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

二
組 

横
井 

輪
彩
（
り
あ
） 

 

さ
む
い
あ
さ 

あ
な
た
の
え
が
お
で 

あ
た
た
か
い 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

三
組 

守
屋 

海
汰
（
う
た
） 

《
二
年
生
》 

 
 

み
ん
な
も
っ
て
る 

や
さ
し
い
気
も
ち 

や
さ
し
い
声
を 

か
け
よ
う
よ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
組 

近
藤 

澄
恋
（
す
み
れ
） 

 
 

大
丈
夫
？ 

声
か
け
一
つ
で 

明
る
い
笑
顔 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

二
組 

岸 

桃
雅
（
と
う
が
） 

 
 

《
三
年
生
》 

 
 

み
と
め
よ
う 

１
人
１
人
の
ち
が
う
と
こ 

み
つ
け
よ
う 

 

１
人
１
人
の
い
い
と
こ
ろ 

 
 

一
組 

眞
鍋 

虹
音
（
こ
と
） 

 
 

気
づ
こ
う
よ 

ち
い
さ
な
サ
イ
ン
を 

み
の
が
さ
な
い 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

二
組 

近
藤 

柚
羽
（
ゆ
ず
は
） 

 
 

や
さ
し
さ
の
数
だ
け 

心
に
花
が
さ
く 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

三
組 

田
中 

日
奈
（
ひ
な
） 

《
四
年
生
》 

 
 

み
ん
な
と
な
か
よ
く
な
る
方
法 

み
ん
な
で
さ
が
そ
う
よ 

一
組 

門
田 

澄
春
（
す
ば
る
） 

 
 

く
ら
べ
な
い 

自
分
ら
し
く
で
い
い
ん
だ
よ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

二
組 

上
原 

宝
勇
（
ほ
う
い
） 

 

ぼ
く
が
君
の 

君
が
ぼ
く
の 

味
方
だ
よ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

三
組 

田
中 

然
太
（
ぜ
ん
た
） 

 

《
五
年
生
》 

 
 

自
分
ら
し
く 

あ
な
た
ら
し
く 

そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
認
め
合
お
う 

一
組 

山
脇 

逢
（
あ
い
） 

 
 

ま
ぁ
る
い
心
で 

つ
な
が
れ
ば 

大
き
く
広
が
る 

笑
顔
の
輪 

二
組 

高
橋 

こ
は
る 

 
 

《
六
年
生
》 

 
 

探
す
な
ら 

嫌
な
と
こ
ろ
よ
り
良
い
と
こ
ろ 
心
が
優
し
く
な
れ
る
か
ら 

一
組 

加
地 
大
洋
（
た
い
よ
う
） 

 

い
っ
し
ょ
に
や
ろ
う 

い
っ
し
ょ
に
い
よ
う 

一
人
に
し
な
い 
仲
間
だ
も
ん
！
！ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

二
組 

木
原 

優
維
（
ゆ
い
） 

 

私
の
元
気
の
み
な
も
と
は 

あ
な
た
の
笑
顔
と 

あ
い
さ
つ
だ
！ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

三
組 

山
田 

佑
佳
（
ゆ
う
か
） 

 

  

 

 

 

 
 
 

 

もういくつねると 

  おしょうがつ・・

・ 
 

 

神
郷
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
よ
り
お
知
ら
せ 

タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
コ
ン
サ
ー
ト
＆ 

う
た
ご
え
喫
茶
の
ご
案
内 

 

今
年
も
ま
た
イ
ケ
メ
ン
ギ
タ
リ
ス
ト
も
加
わ
っ
て
の

演
奏
会
で
す
。
一
部
は
プ
ロ
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
を
お

迎
え
し
て
の
コ
ン
サ
ー
ト
、
２
部
で
は
昔
懐
か
し
歌
謡

曲
を
贅
沢
な
伴
奏
で
み
ん
な
で
歌
い
ま
す
。 

 

日
時 

令
和
７
年
２
月
６
日
（
木
） 

 

13
時
30
分 

開
場 

 

１４
時
開
演 

 

場
所 

神
郷
公
民
館 

大
会
議
室 

参
加
費 

無
料 

 

申
込 

神
郷
公
民
館
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

４６
１
１
８
１
） 

１
月
１０
日
か
ら
申
込
開
始 

先
着
８０
名 

 

 

一
部 

コ
ン
サ
ー
ト 

 

２
部 

う
た
ご
え
喫
茶 

 

出
演
者 

鈴
木
洋
一
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
（
ギ
タ
ー
） 

岩
﨑 

悠
太
（
ベ
ー
ス
・
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
） 

 

藤
田 

ま
ゆ
み
（
ピ
ア
ノ
） 

梅
屋 

サ
ム
（
司
会
・
朗
読
） 

 

新
居
浜
ジ
ャ
ン
ド
ー
ル
（
音
響
・
照
明
） 

  

 
 

  

 

 

 
 

 

凧作り、凧あげ、餅つき、 

しめ縄作りと校区の皆さんの 

おかげでいい経験ができました 

公民館入口には今年も手作りの 

立派な門松が飾られました 

 



 

神郷公民館だより     令和７年１月号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新民謡「ちょうさじゃ」について、質問 

 ありました 都はるみさんが来て 

市民センターで 発表会がありました 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 １月（睦月）の行事予定   

１～３日       年始休み 

６日（月）      御用始め 

７日（火）19：00～ 健全育成部会     神郷公民館 

老人会長会        〃 

８日（水）           小・中学校３学期始業式 

11：00～ 七草がゆ       神郷公民館 

19：00～ 公民館運審会       〃 

１０日（金）13：30～ 読み聞かせ定例会     〃 

            見守り推進員会      〃  

      19：00～ 環境美化部会       〃 

２４日（金）19：30～ 連合自治会長会      〃 

２５日（土）10：00～ わくわくクラブ      〃 

２８日（火）19：30～ 補導定例会        〃 

 新民謡「ちょうさじゃ」の発表会が、昭和４８年６月９

日に、都はるみさんが来て、市民センターでありました。 

 新民謡誕生までの経過ですが、これまで太鼓まつりにふ

さわしい民謡がなかったので、どこでもみんなが口ずさ

み、踊れる新居浜というローカル色が出ているものを市民

総ぐるみで作ろうと太鼓台運営委員、民謡愛好家、自治

会、婦人会の人たちをはじめ広く市民の声を出し合い相談

しました。名称も親しみやすいように、かけ声の「ちょう

さじゃ」とし、「浜っ子」の心意気を十二分に生かせるよ

う皆の知恵を出し合って集約したものを提言しました。 

 そして、作詞は、「悲しい酒」「矢切りの渡し」などの

作詞を手掛けた石本美由紀さん。作曲は「新宿ブルー

ス」、「河内温度」などの作曲家として知られている宇和

島出身の和田香苗さん。踊りのふりつけにはコロンビアの

榊原保夫さん、この３人に頼みました。歌手は太鼓まつり

にふさわしい迫力のある歌手ということで都はるみさんに

お願いしました。 

 正式な発表は、６月９日でありましたが、ふさわしい春

まつりであることなどから、５月１日に市民センターの前

で「ちょうさじゃ」の踊りが披露されました。また、春ま

つりの３日には、登道で５００人による盛大な踊りが披露

されました。 

 付け加えることは、このほど質問があったことですが、

レコードには６番までしか吹き込まれてないが、実際の歌

詞は７番、８番もあるということです。ちなみに、７番は

『太鼓祭りは 俺らも月も 三日三晩は 眠れぬぞ』そし

て８番は『伊予は いよいか 新居浜
に い は ま

太鼓
た い こ

台 伊予はいよ

いと 言うて鳴る』であります。 

 

 

      

                     

まちづくりふれあいコンサート報告 
             令和６年１２月１日 

 

神郷小学校金管バンド、川東中学校吹奏楽部、神郷コー

ラスさんの出演で神郷まちづくりコンサートが行われまし

た。当日は、地域住民２００人余りの観客が見守る中 

まず神郷小学校金管バンドさん４０名余りが、息のあった

圧巻のパフォーマンスを披露して下さいました。次に神郷

コーラスさんが素晴らしいハーモニーで昔懐かしい曲を歌

い、最後に川東中学校吹奏楽部さんが迫力満点の演奏を披

露してくれました。 

金管バンド、吹奏楽部と個々の演奏は聴いたことがあり

ますが、同じステージでの演奏は初めてでした。中学校吹

奏楽部の中には小学校金管バンド出身の生徒さんがたくさ

んいたり、ご兄弟で出演したりと和気あいあいとしたあた

たかいコンサートでした。子どもたちを愛情一杯に指導し

て下さっている小学校の藤田先生、中学校の八ッ橋先生に

は本当に頭が下がります。企画、運営して下さったまちづ

くり委員会の皆さまいい機会をありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

忠魂碑広場植樹 
12月4日忠魂碑広場で環境 

美化部さんのお世話により、 

神郷幼稚園卒園記念に年長 

児さんが梅の木の植樹をしま 

した。園児さんの名前の入 

ったプレートも取り付けま 

した。子どもたちも梅の木も 

元気ですくすくと大きく成長 

してほしいです。 

 

 

  

 

 

 

 

 
 

 


